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【目 的】

保険医療で使用可能な漢方薬には､ エキス製剤のみならず､

煎剤がある｡ 前者は汎用されているが､ 後者の利用は極めて

少ない｡ 煎剤は煎じる手間はあるものの力価に優れている可

能性があるため､ 価格面での不利がなければ､ コンプライア

ンスの期待される患者には使用する価値がある｡ そこで､ 成

分含量を考慮に入れて､ 経済的な側面から両者を比較した｡

【方 法】

比較１：エキス製剤の薬価とそれに対応する煎剤の構成生

薬の薬価合計とを比較した｡ 比較２：煎剤を調剤した場合

には調剤上の加算が患者負担となるため､ これを考慮した価

格を比較した｡ 比較３：代表的な生薬成分である Baicalin､

Saikosaponin b２ および Glycyrrhizic acid の含量を測定し､

これらの単位含量当たりの価格を比較した｡
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保険薬としての漢方エキス製剤と煎剤の薬価比較
－調剤料および指標成分含量を考慮した比較－
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